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吉敷から世界にライブ配信 

5/14 に非常事態宣言が解除されましたが、訪れた平安が束の間のものでないことを祈り、音楽と食を献じ神恩

に感謝する祭りを 5/23(土)に斎行しました。その様子をインターネットで世界に向けてライブ配信しました。 

準備の様子 お供えのパエリヤとコーヒー

神事の様子

奉納演奏の撮影の様子

固定カメラ 映像調整、配信機材
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日頃、スポーツ・文化・芸術・飲食・

イベントに携わる人たちのお陰で、私た

ちは豊かな生活を送り、神様の御心和め

の奉納を行うことができます。 

コロナが蔓延する中、そうした人たち

は、無力さを感じながらも、人知れず燃

える気持ちを絶やさぬように、再び平穏

な日々が訪れると信じて備えてくれてい

ます。 

この催しは、音楽でアメリカに留学し

た工藤誠也さん（上東）が、コロナの影

響でやむなく一時帰国を強いられ、アメ

リカの友人たちへ気持ちを届け、音楽を

見つめ直すきっかけにしたいとのことか

ら企画が始まりました。その話を聞いた

催物に関わる人々が集い、今できること

を模索しながら実現されました。 

演奏には、マリンバ奏者の川手艶子さ

んと歌手のたら さちこさんが共演されま

した。無観客という経験のない本番。ピ

ンと張りつめた空気の中、緊張感溢れる

素敵な演奏となりました。 

また、演奏前には神恩感謝祭を行い、

特別なお供えとしてイソズバーの磯村将

文さん（佐畑）がパエリヤを、ニシダコ

ーヒーの西田幸誠さん（湯田）が淹れた

てのコーヒーを献じました。 

今回は、ＳＮＳを通じライブ動画を世

界に向けて配信するということで、矢野

舞台美術の矢野節さん（中尾西）、電気・

通信に詳しい河村利夫さん（下東）、林重

晴さん（佐畑）などが協力して準備をす

すめられました。 

ライブ配信には海外からの反応もあ

り、成功を収めることができました。関

係者の皆さん本当にお疲れ様でした。 

また、写真は松岡往人さん（上東）、福

田賢司さん（白石）から提供いただきま

した。ありがとうございました。 


